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平成 29年７月 24日 

各 位 

会 社 名  ブライトパス・バイオ株式会社 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長  永 井  健 一 

  (コード番号：4594 東証マザーズ) 

問合せ先  取締役管理部長  酒井  輝彦 

  ( T E L . 0 3 - 5 8 4 0 - 7 6 9 7 ） 

 

 

iPS細胞由来の若返り抗原特異的 T細胞に関する基本特許が国内で成立 

 

 

国立大学法人東京大学（所在：東京都文京区、総長：五神 真）医科学研究所の中内啓

光教授等の研究成果から生まれた、「抗原特異的Ｔ細胞の製造方法」が、日本国内におい

て平成 29 年７月 19 日付で特許登録となりましたのでお知らせいたします。なお、当該特

許はブライトパス・バイオ株式会社（本社：福岡県久留米市 代表取締役社長：永井健

一）の連結子会社である、株式会社アドバンスト・イミュノセラピー（本社：東京都千代

田区 代表取締役社長：永井健一）に独占的実施権を付与して共同研究を実施しているこ

とから、国立大学法人東京大学ならびにブライトパス・バイオ株式会社との共同で発表い

たします。 

 

１．特許の概要 

特許番号 P6164746 

発明の名称 抗原特異的Ｔ細胞の製造方法 

特許権者 国立大学法人 東京大学 

実施権者 株式会社アドバンスト・イミュノセラピー 

 

２．特許登録となった技術・方法の具体的な内容 

Ｔ細胞は、病原体やがんに対する獲得免疫の中心的な役割を果たす細胞で、特に、細胞

傷害性Ｔ細胞（CTL）は、ウィルスや腫瘍由来の抗原ペプチドを認識し、この抗原を持っ

ている細胞だけを特異的に攻撃します。この度の特許は、このような特定の抗原だけを攻

撃するヒトＴ細胞から、iPS細胞（注 1）を経て、再分化させて CD8（注 2）シングルポジ

ティブ細胞または CD4（注 2）シングルポジティブ細胞を作り出し、元のヒトＴ細胞と同

じ TCR遺伝子（注 3）の再構成パターンを有するＴ細胞の出現頻度を極めて高くすること

を技術的特徴としています。 

これまで、体外で機能性の高い CTLを大量に確保するために、一旦 iPS細胞へ初期化し

て再分化させる方法が検討されてきましたが、再分化の効率性に課題がありました。本特

許の技術は、その課題を解決するものです。 

近年、がん免役細胞療法の一つとして、がん患者自身の末梢血中のＴ細胞を加工・培養

して投与するＴ細胞療法の研究開発が進んでいますが、患者末梢血から採取した時点や体

外で処理している時点でＴ細胞が疲弊して機能性が落ちるという問題を抱えています。こ

の問題に対し、本特許発明は一度 iPS化を経ることで抗原特異性を保持したまま生物的活

性の面で“若返った”Ｔ細胞の量産が可能となるため、より治療効果のあるＴ細胞療法の

創生につながることが期待され、新たながん免疫細胞療法のための製造技術の確立に道筋

をつけるものと考えられます。 
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３．業績予想に与える影響 

本件による当社の平成 30年３月期の業績に与える影響はありません。 

 

【用語説明】 

（注 1）iPS 細胞：生体に存在する体細胞に特定の遺伝子 （初期の報告では OCT3/4、SOX2、

KLF4、c-MYC の 4つ）を導入することで誘導される多能性幹細胞。マウスでは 2006

年に、ヒトでは 2007年に、京都大学の山中伸弥教授らによって樹立が報告された。

iPSとは induced Pluripotent Stemの略。 

 

（注 2）CD8／CD4：Ｔ細胞の分化過程は CD8分子と CD4分子の発現を区切りに大きく分け

られる。分化の初期段階では CD4と CD8を発現しておらず、double negative（DN）

段階と呼ばれる。その後、双方を発現する double positive（DP）を経て CD4と CD8

のどちらかしか発現しない single positive（SP）段階へと成熟する。CD4SP細胞が

ヘルパーＴ細胞で、CD8SP細胞が細胞傷害性Ｔ細胞。 

 

（注 3）TCR遺伝子：TCRは T Cell Receptor（T細胞受容体）の略で、Ｔ細胞の細胞膜上

に発現し、抗原を認識して結合する抗原受容体分子。Ｔ細胞は、遺伝子再構成と呼ば

れる遺伝子断片の切り貼りやつなぎ変えで多様な TCR遺伝子を形成することによって、

がん細胞、細菌やウィルスが持つ膨大な数の抗原を認識することができる。 

  

 

【本件に関する問い合わせ先】 

東京大学医科学研究所付属幹細胞治療部門  

特任教授 中内 啓光（ナカウチ ヒロミツ） 

Tel: 03-5449-5330 E-mail:nakauchi@ims.u-tokyo.ac.jp 

特任研究員 渡部 素生 （ワタナベ モトオ） 

Tel: 03-5449-5333 E-mail:mwatanab@ims.u-tokyo.ac.jp 

 

ブライトパス・バイオ株式会社 

取締役管理部長 酒井 輝彦（サカイ テルヒコ） 

Tel: 03-5840-7697 E-mail:sakai_t@brightpathbio.com 


